
空きビルを活用した放課後等デイサービスへの改修

- 岐阜問屋街を対象として -

A18AB080　川口研究室 ( 建築・住居分野 ) 竹内香穂

〇背景

岐阜駅から徒歩約５分の場所にアーケード商店街が連なる岐阜問屋街がある。岐阜問屋

街は、戦後から既製服の大量生産、大量販売でアパレル産業として大きく活躍していた。

しかし、2000 年以降はアパレル産業が都心部へ集中したことにより廃れてしまった。

現在の岐阜問屋街では、既製服の販売店は数店営業が行われているが、空きビルとなっ

てしまいシャッターが降りたままの建物が多数存在している。所々シャッター商店街の

ような状況が見られる岐阜問屋街では、空きビルを改修してカフェを開いている店舗が

あるなど岐阜問屋街の賑わいを取り戻すような流れも見られる。
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本企画では、岐阜問屋街の空きスペースを活用することを目的として、改修に取り組む。

岐阜問屋街にある空きスペースとなっていた既存建物の空間を、今後継続的な利用が出来

るよう今回は放課後等デイサービスへ改修を行う。また、放課後等デイサービスとしてよ

り良い空間となるよう多目的な利用計画や安全面の強化を行うことで、改修後の空間で児

童が快適に様々な経験が出来るように設計と施工を行う。

〇目的

NO. 建築 C０５

〇改修する建物情報

建物の１・２階は既に放課後等デイサービスに改修済みで利用されている。本企画で３階の改修をして、施設の利用範囲を拡大する。

所在地 岐阜県繊維問屋町1丁目

構造・階数 鉄骨造３階建て

築年数 約４６年（約昭和５０年建設）

改修範囲 ３階部分　約３１㎡

改修後用途 放課後等デイサービス

改修後利用者 先生約3名　児童約10名
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放課後等デイサービスとは、支援を必要とする障害のある子どもに対して、学校や家庭

とは異なる時間、空間、人、体験等を通じて、個々の子どもの状況に応じた発達支援を

行うことにより、子どもの最善の利益の保障と健全な育成を図るものとされている。

参考文献：放課後等デイサービスガイドライン　　　　　　　　

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12201000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu-Kikaku

ka/0000082829.pdf
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〇改修スケジュール

岐阜問屋街の位置 岐阜問屋街の街並み

改修する空間の既存状況

改修する空間の既存平面図 1/100
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①ワークショップは楽しかったですか？

②かべにぬるのはむずかしかったですか？

③自分でぬってみて、へやを使うのが楽しみになりましたか？

楽しかった ふつう 楽しくなかった

むずかしかったふつうかんたんだった

楽しみになった どちらでもない 楽しみじゃなくなった

〇児童向け塗装ワークショップ

開催日 １１月２７日（土）

開催時間 １３時〜１６時（３時間）

参加児童人数 8人

参加児童年齢 ６・７・８・１０・１１(２)・１４・１５

指導人数 4人

かるみあ改修ワークショップ

かべに色をぬろう！

日付　　　　11月 27 日（土）

場所　　　　かるみあ　新施設３階

指導者　　　 kazoo ( 体験型のDIY 教室を行われている方です。)

椙山女学園大学川口研究室　学生

　コロナ対策について
当日は消毒液を設置し、体温が 37.５度を超える方には欠席していただきます。
また、ワークショップ中はマスクを着用していただきます。
※指導員・参加学生はコロナワクチンを２回摂取済みです。

　服装について　
塗装が服についてしまう可能性がある為、汚れても大丈夫な服装での参加を
お願いします。

完成イメージ

この壁の色を塗ります！

現在、かるみあの改修の３階部分を椙山女学園大学生活科学部生活環境デザイン学科川口研究室

で取り組んでいます。そして、今回の改修に是非かるみあの児童のみなさんにも参加して欲しい

と思っています！壁の塗装の体験ワークショップを開催しますのでご参加お待ちしております！

担当学生：
椙山女学園大学生活科学部生活環境学科 4年　竹内香穂　mail: tka18ab080@g.sugiyama-u.ac.jp

参考 HP　https://kazoo-diy.club

所要時間　　約 1時間 30 分

いろ

WS開催後アンケート ( 回答者：参加児童 8 名 )

施工途中に、現在放課後等デイサービスに

通っている児童向けに壁の塗装をするワーク

ショップを開催した。開催の目的は、改修前・

改修途中の状態の空間に触れて、また利用者

自らが施工に関わることでより愛着を持って

利用してもらうことである。

①オーナープレゼン７/１９

①オーナープレゼン９/８

①オーナープレゼン 9/27

金額調整

改修案決定

〇改修計画の流れ
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〇改修図面
改修案は、オーナーや施設の先生へプレ

ゼンを行い、意見をいただきながら作成

した。本企画の計画は、現在使用されて

いる１・２階との使い分けを考慮し、改

修対象となる３階は、動の空間として体

が動かせる空間計画を行った。また、危

険だった階段周りには新たに柵とドアを

設置し、安全面に配慮した。施設の先生

からのバランス感覚が鍛えられる工夫が

欲しいという要望に応え、木製のスロー

プを設置した。全体的に視覚の変化や木

のぬくもりが感じられる空間とした。

撤去 ( 床・照明 ) 床上げ造作 スロープ造作 石膏ボード上張り ( 床・天井 )

塗装 ( 床・天井 ) カーペット敷き 仕上げ ( 床 )柵の造作

〇施工の実施

完成！

施工は、１２日間にわたり、ニッカホーム株式会社より DIY 指導を受けながら取り組んだ。

〇改修後の使用

施設の先生からの声

安全面が強化されており、またスロープはバランス感覚を

育む要望にアプローチ出来ていてとても良いです。児童た

ちはスロープをかけ上がったり下ったりするのが楽しいよ

うで気に入っています。

〇まとめ

本企画では、学生の手で空きス

ペースを改修し、継続的に使用さ

れる放課後等デイサービスとして

適した空間を完成させた。また本

企画により、放課後等デイサービ

スの児童たちが新しく過ごせる空

間を得たことで施設での時間がよ

り楽しく活発になるよう貢献でき

た。
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